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「
能
登
ゆ
か
り
の
作
品
展
12
」

〜
能
登
伝
来
の
絵
画
た
ち
〜

〜
日
常
へ
の
ま
な
ざ
し
・
山
本
隆
の
世
界
〜

２
月
21
日
（
土
）
〜
４
月
19
日
（
日)

◇◇◇◇
第第第第
一一一一
・・・・
第第第第
二二二二
展展展展
示示示示
室室室室
　　　　

当
館
の
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
、「
能
登
地
方
に

ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
お
よ
び
作
品
の
収
集
・
展
示
」
に
基

づ
い
て
、
当
館
開
館
年
の
平
成
七
年
よ
り
開
催
し
て
い
る

展
覧
会
が
「
能
登
ゆ
か
り
の
作
品
展
」
で
す
。

能
登
地
方
は
か
つ
て
「
能
登
国
」
と
い
わ
れ
た
古
く
よ

り
、
多
く
の
文
化
活
動
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
美
術
工

芸
の
分
野
に
お
い
て
は
、
古
い
歴
史
を
持
ち
つ
つ
現
在
も

盛
ん
に
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
「
輪
島
塗
」
や
、
か
つ
て

大
い
に
繁
栄
し
た
「
珠
洲
焼
」
や
「
中
居
鋳
物
」
な
ど
は

よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
能
登
地
方
は
桃
山
時
代
に
大
活
躍
し
、
現
在
日

本
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て
著
名
な
長
谷
川
等
伯
を
筆
頭

に
、
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
多
く
の
優
れ
た
作
家
を

輩
出
し
て
お
り
、
今
日
も
能
登
出
身
、
あ
る
い
は
能
登
在

住
の
多
く
の
方
々
が
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
日
々
制
作
活
動

に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

「
能
登
ゆ
か
り
の
作
品
展
」
は
、
そ
れ
ら
の
様
々
な
美

術
工
芸
や
作
家
な
ど
を
展
示
・
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
回
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
作
品
を

展
示
し
て
き
ま
し
た
。

十
二
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
は
、
次
の
二
テ
ー
マ
で

当
館
の
所
蔵
品
及
び
寄
託
品
よ
り
各
作
品
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

テ
ー
マ
１
「
能
登
伝
来
の
絵
画
た
ち
」

日
本
の
歴
史
上
、
こ
れ
ま
で
無
数
の
美
術
工
芸
品
が
制

作
さ
れ
、
そ
し
て
伝
来
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
中
に

は
戦
乱
や
事
故
、
自
然
災
害
な
ど
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
も

の
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
今
に
伝
わ
る
作
品
が

多
い
の
は
、
歴
代
所
有
者
の
方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
能
登
地
方
各
所
に
も
大
切
に
受
け
継
が
れ
た
貴

重
な
作
品
が
残
さ
れ
て
お
り
、
当
館
で
は
保
存
管
理
な
ど

を
目
的
と
し
て
そ
れ
ら
の
一
部
を
寄
託
と
い
う
形
で
お
預

か
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
や
は
り
能
登
地
方
ゆ
か

り
の
も
の
が
中
心
で
、
絵
画
や
工
芸
品
、
歴
史
史
料
な
ど

い
ず
れ
も
貴
重
な
作
品
・
資
料
ば
か
り
で
す
。

そ
こ
で
、
本
テ
ー
マ
で
は
当
館
の
寄
託
品
よ
り
能
登
地

方
伝
来
の
絵
画
に
焦
点
を
あ
て
て
、
近
世
に
制
作
さ
れ
た

も
の
を
中
心
に
展
示
い
た
し
ま
す
。

出
品
作
品
よ
り
三
点
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、「
松
杉
槇
図
屏
風
」

長
谷
川
等
誉
筆

羽
咋
市
　
妙
成
寺
蔵

長
谷
川
等
誉
（
？
〜
一
六
三
六
）
は
そ
の
名
前
が
示
す

と
お
り
、
長
谷
川
等
伯
率
い
る
い
わ
ゆ
る
「
長
谷
川
派
」

の
画
家
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
資
料
に
乏
し
く
そ
の
人
物
や

活
動
経
歴
な
ど
は
不
明
で
す
。
し
か
し
、
現
存
す
る
作
品

状
況
に
よ
り
、
七
尾
周
辺
を
拠
点
と
し
、
等
伯
と
ほ
ぼ
同

時
期
の
桃
山
〜
江
戸
時
代
前
期
頃
に
活
躍
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
存
作
品
は
殆
ど
が
仏
画
で
す
が
、

本
作
品
は
金
地
の
大
画
面
に
松
・
杉
・
槇
の
林
を
描
い
た

屏
風
で
、
等
誉
が
仏
画
の
み
で
は
な
く
金
壁
画
も
描
く
こ

と
が
で
き
る
、
桃
山
時
代
の
気
風
を
持
ち
合
わ
せ
た
画
家

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
貴
重
で
す
。

二
、「
蘭
　
図
」

山
崎
雲
山
筆

輪
島
市
蔵

山
崎
雲
山
（
一
七
七
一
〜
一
八
三
七
）
は
江
戸
時
代
後

期
に
活
躍
し
、
能
登
出
身
の
文
人
画
家
と
し
て
は
、
池
野

観
了
ら
と
共
に
著
名
な
存
在
で
す
。
絵
画
を
独
学
で
学
び

諸
国
を
巡
っ
て
文
人
達
と
交
流
し
、
多
く
の
作
品
を
描
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
現
在
、
出
身
地
の
羽
咋
な
ど
能
登
地

域
を
中
心
と
し
て
各
地
に
残
さ
れ
て
お
り
、「
孤
高
の
画

家
」
と
呼
ば
れ
る
雲
山
ら
し
く
、
と
て
も
独
特
で
味
の
あ

2

平
成
21
年
２
月
21
日
（
土
）
〜

４
月
19
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

七尾市指定文化財
「総社三番叟図額」 江戸時代

七尾市古府町会蔵

「松杉槇図屏風」（部分）
長谷川等誉　　　桃山時代

羽咋市　妙成寺蔵



る
画
風
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
作
品
は
蘭
と
水
流
を
描
い

た
水
墨
画
で
す
が
、
勢
い
の
あ
る
草
花
の
線
や
、
う
ね
る

土
坡
の
描
法
な
ど
、
小
品
な
が
ら
雲
山
の
特
色
が
良
く
表

れ
た
作
品
と
い
え
ま
す
。

三
、「
雪
景
山
水
図
屏
風
」

佐
々
木
泉
景
筆

個
人
蔵

佐
々
木
泉
景
（
一
七
七
三
〜
一
八
四
八
）
は
江
戸
時
代

に
活
躍
し
た
狩
野
派
の
絵
師
で
、
京
都
で
修
行
し
て
画
技

を
身
に
付
け
、
後
に
郷
里
で
あ
る
加
賀
国
に
戻
っ
て
加
賀

藩
の
御
抱
絵
師
と
な
り
、
金
沢
城
二
之
丸
御
殿
内
障
壁
画

の
制
作
な
ど
数
多
く
の
作
品
を
描
き
ま
し
た
。
泉
景
は
能

登
の
出
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
加
賀
藩
御
用
を
勤
め
る

程
の
画
家
で
す
か
ら
、
そ
の
作
品
は
能
登
各
地
に
も
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
作
品
は
そ
の
一
点
で
、
六
曲
一
双

屏
風
の
大
画
面
に
熟
達
し
た
筆
致
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
雪

の
山
水
風
景
は
、
ま
る
で
時
が
止
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
静
寂
に
満
ち
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
２
「
日
常
へ
の
ま
な
ざ
し
・
山
本
隆
の
世
界
」

山
本
隆
氏
は
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）、
石
川
県

輪
島
市
に
生
ま
れ
、
金
沢
美
術
工
芸
大
学
で
日
本
画
を
専

攻
し
、
在
学
中
の
昭
和
四
十
七
年
に
日
春
展
で
初
入
選
を

果
た
し
ま
す
。
大
学
卒
業
後
は
京
都
に
移
り
、
大
学
の
恩

師
で
あ
っ
た
西
山
英
雄
に
師
事
、
以
降
京
都
を
舞
台
に
制

作
活
動
に
励
み
ま
す
。
そ
し
て
昭
和
五
十
年
に
日
展
で
初

入
選
、
そ
の
後
も
日
展
や
日
春
展
な
ど
を
中
心
に
出
品
を

続
け
、
同
六
十
一
年
、
平
成
八
年
に
は
日
展
で
特
選
を
受

賞
し
て
翌
年
会
友
に
推
挙
さ
れ
、
一
方
日
春
展
に
お
い
て

も
受
賞
を
重
ね
ま
し
た
。
現
在
も
京
都
を
拠
点
と
し
て
精

力
的
に
制
作
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

氏
は
町
の
何
気
な
い
風
景
、
例
え
ば
辻
や
路
地
、
民
家

の
庭
や
商
店
な
ど
の
、
ご
く
日
常
の
生
活
風
景
を
テ
ー
マ

に
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
作
品
を
見
て
い
る
と
、

ま
る
で
何
か
フ
ワ
ッ
と
し
た
毛
布
で
包
み
込
ま
れ
る
よ
う

な
、
心
地
よ
い
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
と
共
に
、
気
が
つ
く

と
自
分
の
思
い
出
を
画
面
の
中
の
風
景
に
重
ね
あ
わ
せ
、

と
て
も
懐
か
し
い
よ
う
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
当
館
は
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
十
三
点
の

作
品
を
ご
寄
附
頂
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
テ
ー
マ
で
は
、

今
回
新
し
く
所
蔵
品
と
な
っ
た
十
三
点
と
、
先
に
ご
寄
附

頂
い
た
一
点
を
加
え
た
計
十
四
点
の
作
品
を
紹
介
し
ま

す
。作

品
に
込
め
ら
れ
た
氏
の
、
日
常
へ
の
あ
た
た
か
な
眼

差
し
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◇
観
　
覧
　
料

2
8
0
円

2
2
0
円

一
　
般

3
5
0
円

2
8
0
円

個
　
　
人

団
　
　
体

大
高
生

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「蘭　図」
山崎雲山　江戸時代

輪島市蔵

「雪景山水図屏風」（部分）
佐々木泉景　　　江戸時代

個人蔵

「電車が通る」 昭和59年(1984)「東海道（土山宿）」 平成9年(1997)

「芝居が来た」 平成5年(1993)



後
藤
政
博
写
真
展

３
月
13
日
（
金
）
〜
22
日
（
日
）

但
し
、
初
日
は
正
午
か
ら

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

最
近
デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
て
ホ
ー
ム
プ
リ

ン
タ
ー
で
写
真
を
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
今

回
の
写
真
展
も
ほ
と
ん
ど
は
、
自
分
で
仕

上
げ
た
写
真
で
す
。
そ
れ
か
ら
今
は
日
本

写
真
協
会
会
員
に
な
り
、
中
部
圏
を
中
心

に
出
か
け
て
い
ま
す
。

入
場
料

無
料

主
催
・
連
絡
先

後
藤
政
博

�
０
９
０
―
７
７
４
９
―
６
２
３
７

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
ピ
ア
ノ
＆
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

第
３
回
　
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い

２
月
１
日
（
日
）

開
演
　
午
前
10
時
30
分

１
年
間
の
ま
と
め
の
発
表
会
で
す
。
５

歳
か
ら
小
３
ま
で
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
、
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
、
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
・
連
弾
な

ど
で
１
度
は
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
曲
を

一
生
懸
命
演
奏
し
ま
す
。
リ
コ
ー
ダ
ー
＆

ピ
ア
ノ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

入
場
料

無
料

主
　
催

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

ピ
ア
ノ
＆
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

連
絡
先

�
０
９
０
―
８
２
６
９
―
８
１
３
６

（
藤
井
）

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
（
マ
ス
を
埋

め
て
Ａ
〜
Ｅ
に
あ
て
は
ま
る
文
字
）
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
会
員
番

号
を
ご
記
入
の
う
え
、「
美
術
館
だ
よ
り
」

へ
の
感
想
・
希
望
を
添
え
て
「
美
術
館
だ

よ
り
　
ク
イ
ズ
係
」
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
様
に

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
締
切
…
平
成
21
年
２
月
15
日
（
日
）

必
着
。

正
解
発
表
…
次
号
美
術
館
だ
よ
り
誌
上
に

掲
載
し
ま
す
。

※
応
募
に
関
す
る
個
人
情
報
は
当
選
者
へ

の
連
絡
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

★
ヒ
ン
ト
★
「
食
べ
過
ぎ
に
注
意
�
」

※
○
に
は
仮
名
が
一
文
字
入
り
ま
す
。

【
タ
テ
の
か
ぎ
】

①
○
○
○
は
繰
り
返
す
。

②
食
べ
過
ぎ
る
と
オ
ナ
ラ
が
で
る
か
も
。

③
昆
布
や
煮
干
で
○
○
を
と
る
。

④
鶴
は
千
年
、
○
○
は
万
年
。

⑤
長
谷
川
等
伯
の
長
男
、
久
蔵
の
桜
図
は

「
○
○
○
○
院
」
の
所
蔵
で
す
。

⑥
「
遠
い
」
の
反
対
。

⑨
綿
布
を
表
裏
に
重
ね
合
わ
せ
一
面
に
細

か
く
刺
し
縫
い
に
し
た
も
の
。

⑩
当
館
が
最
初
に
購
入
し
た
等
伯
作
品
。

「
愛
宕
○
○
○
○
図
」。

⑪
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
名
作
。
40
歳
代
の
主

人
公
が
16
歳
の
頃
を
振
り
返
る
…
。

⑬
路
の
分
か
れ
る
所
。
○
○
○
点
。

⑮
年
中
の
福
徳
を
か
き
よ
せ
る
縁
起
も

の
。
酉
の
市
で
売
る
。

【
ヨ
コ
の
か
ぎ
】

①
ハ
ワ
イ
へ
行
く
と
頭
や
首
に
か
け
て
く

れ
る
も
の
。

④
狸
の
背
中
が
火
事
だ
�
○
○
○
○
山
。

⑦
夏
の
イ
ベ
ン
ト
。
墓
場
や
廃
病
院
で
。

⑧
嫌
い
な
子
供
が
多
い
。美
容
や
健
康
に
。

⑪
何
も
書
い
て
な
い
紙
。

⑫
の
り
、
昆
布
、
干
し
魚
、
干
椎
茸
な
ど
。

⑭
加
賀
は
百
万
。
○
○
高
。

⑯
に
ぎ
り
こ
ぶ
し
。
こ
れ
で
頭
を
「
ポ
カ

ッ
」
痛
い
な
ぁ
。

⑰
当
館
所
蔵
、
等
伯
の
水
墨
作
品
。
「
○

○
○
○
睡
図
」。

⑱
○
○
食
う
虫
も
す
き
ず
き
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ボローニャ展報告

今年、ボローニャ展関連行事とし

て初めて、一時保育とナイトミュー

ジアムを実施しました。

一時保育では保育士さんにご協力いただき、３歳までのお子

さんをお預りし、親御さんにゆっくり展覧会を楽しんでいただ

きました。ナイトミュージアムは「家族の会話を楽しんでいた

だく」という企画で、大人14名、子ども13名の参加者数にし

ては館内がいつもより賑やかでした。とても元気な兄弟や、小

さいお子さんに優しく語りかけるお父さんお母さんの姿が印象

的でした。

「かんたん絵本をつくろうよ」も、県外からのお申込があっ

たり、毎年楽しみにしてくださるご家族がいらしたりと、年々

皆様に広まっていることを実感しています。毎回ご指導くださ

ったのは「絵本の会　もこもこ」の皆さんです。大人も子ども

も、もこもこさんの話術にグイグ

イと引き付けられ、創作意欲がム

クムクとわいてきて楽しい一時を

過ごしていただけたことと思いま

す。

今年は大人の人が自由に参加で

きる日を設け、子どもたちと同じプログラムを体験していただ

きました。

新しい作品とともに来年も皆さんをお待ちしています。



今
回
の
「
鑑
賞
の
旅
」
で
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

た
石
川
県
立
美
術
館
の
展
覧
会
『
法
隆
寺
の
名
宝
と
聖
徳
太
子

の
文
化
財
展
』見
学
を
メ
イ
ン
に
金
沢
方
面
へ
向
か
い
ま
し
た
。

美
術
館
へ
は
開
館
時
間
の
少
し
前
に
到
着
し
た
の
で
す
が
、

正
面
入
口
に
は
す
で
に
入
館
待
ち
の
長
蛇
の
列
が
！
職
員
の
方

の
誘
導
に
従
い
館
内
講
義
室
へ
。
嶋
崎
館
長
の
お
話
し
を
聞
き

期
待
に
胸
が
高
鳴
り
ま
す
。
明
る
く
開
放
的
な
空
間
に
新
設
さ

れ
た
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
降
り
る
と
、
最
初
の
展
示
室
に
国
宝

「
玉
虫
厨
子
」
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
皆
さ
ん
の

目
が
輝
き
、
思
わ
ず
「
す
ご
い
ね
ぇ
…
」
の
声
が
漏
れ
ま
す
。

館
長
が
作
品
の
前
で
説
明
し
始
め
る
と
徐
々

に
他
の
お
客
様
も
集
ま
っ
て
き
て
、
い
つ
の

ま
に
か
黒
山
の
人
だ
か
り
に
…
！
そ
の
よ
う

な
中
で
も
全
展
示
室
を
一
緒
に
廻
り
、
作
品

解
説
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
嶋
崎
館
長
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
作
品
を
ま
だ
ま
だ
鑑
賞
し
つ

づ
け
た
い
気
持
ち
を
抑
え
つ
つ
昼
食
場
所

へ
。
加
賀
麩
の
懐
石
料
理
を
楽
し
ん
だ
後
、

午
後
か
ら
は
加
賀
友
禅
の
彩
色
を
す
る
�
体

験
コ
ー
ス
�
と
、
武
家
屋
敷
の
町
並
み
「
長

町
」
を
散
策
す
る
�
見
学
コ
ー
ス
�
に
分
か

れ
て
行
動
し
ま
し
た
。

体
験
コ
ー
ス
で
は
「
長
町
友
禅
館
」
職
員

の
方
の
丁
寧
な
指
導
と
体
験
し
た
方
の
手
際

と
セ
ン
ス
の
良
さ
で
予
定
時
間
よ
り
早
く
、

美
し
い
「
染
色
額
」
が
完
成
。

見
学
コ
ー
ス
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
ま
い
ど
さ
ん
」

の
片
岡
さ
ん
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
長
町
界
隈
を
散
策
し
ま
し

た
。
武
家
屋
敷
だ
け
で
な
く
、
群
青
塗
り
の
ア
ー
チ
や
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
が
美
し
い
聖
霊
修
道
院
の
聖
堂
内
部
も
特
別
に
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

帰
路
、
車
中
で
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
、
当
選
さ
れ
た
方

に
は
喜
び
の
微
笑
み
が
♪

参
加
者
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
「
金
沢
」
を
満
喫
す
る
楽
し

い
旅
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

去
る
十
月
十
八
日
、
当
館
企
画
展
「
能
登
畠
山
氏
と
能
登
の

美
術
」
関
連
美
術
館
友
の
会
事
業
と
し
て
、
七
尾
市
史
編
さ
ん

室
の
和
田
学
氏
を
講
師
に
迎
え
て
「
古
文
書
講
座
〜
能
登
畠
山

氏
関
連
の
古
文
書
に
学
ぶ
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

十
八
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
展
覧
会
を
鑑
賞
し
た
後
に
講

座
を
開
始
。
最
初
に
、
初
め
て
の
方
で
も
分
か
る
よ
う
に
古
文

書
の
基
礎
に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
、
続
い
て
能
登
畠

山
氏
な
ど
の
関
連
古
文
書
を
テ
キ
ス
ト
に
、
読
解
を
し
つ
つ
そ

の
時
代
背
景
や
人
物
、
事
柄
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

難
解
な
古
文
書
で
す
が
、
先
生

は
現
代
の
言
葉
や
風
習
な
ど
と
も

比
較
し
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
解

説
を
さ
れ
、
参
加
者
の
皆
様
は
一

言
一
句
納
得
し
な
が
ら
聞
い
て
い

る
様
子
で
し
た
。

講
師
の
先
生
、
そ
れ
か
ら
ご
参

加
頂
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

長
谷
川
等
伯
展
記
念
講
演
会
報
告

「
智
積
院
の
障
壁
画

―
特
に
久
蔵
の
桜
図
に
つ
い
て
―
」

講
師
　
水
尾
　
比
呂
志
氏
　

（
美
術
史
家
・
武
蔵
野
美
術
大
学
名
誉
教
授
）

今
年
は
長
谷
川
等
伯
の
長
男
久
蔵
の
生
誕
四
四
〇
年
と
い
う

年
に
あ
た
り
、
こ
の
七
尾
美
術
館
で
は
、
久
蔵
の
「
桜
図
」
が

特
別
展
観
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
日
は
障
壁
画
と
い
う
も

の
と
長
谷
川
派
の
関
係
、
そ
し
て
「
桜
図
」
に
つ
い
て
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
障
壁
画
に
つ
い
て
概
略
を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。
障
壁

画
は
、
日
本
の
寺
院
や
宮
殿
、
邸
宅
な
ど
の
中
に
描
か
れ
た
装

飾
画
で
、
基
本
的
に
は
建
築
に
付
随
し
て
い
る
絵
画
と
し
て
、

大
き
く
三
つ
の
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
一
は
、
建
物
に
固
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
九
州
に
多

い
装
飾
古
墳
や
高
松
塚
古
墳
の
壁
画
を
初
め
と
し
て
、
法
隆
寺

金
堂
の
壁
画
な
ど
非
常
に
歴
史
が
古
く
、
豊
富
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
壁
画
は
壁
面
そ
の
も
の
に
描
く
の
が
普
通
で
す
が
、
描

い
た
絵
を
壁
面
に
は
め
込
む
や
り
方
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

「
壁
貼
り
付
け
絵
」、
或
い
は
「
壁
は
め
込
み
絵
」
と
も
い
い
ま

す
。
第
二
は
、
固
定
は
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
敷
居
で
移
動
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
こ
れ
に
属
し
て
一
番
多
い
の
が

「
襖
絵
」
で
す
。
ま
た
襖
絵
と
同
じ
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
、

「
扉
絵
」
や
「
板
戸
絵
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
第
三
が
、

自
由
に
移
動
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
す
。
主
に
屏
風
で
、
建
築
空

間
の
任
意
の
所
へ
置
い
て
、
色
ん
な
役
に
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
似
た
よ
う
な
も
の
に
「
衝
立
」
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
も
「
屏
風
絵
」
に
含
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
大
体
こ
の
三
種
類
を
「
障
壁
画
」
と
か
「
障
屏

し
ょ
う
へ
い

画
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
智
積
院
の
場
合
は
、
障
壁
画
が
主
で
す
が
、

屏
風
も
あ
り
ま
す
の
で
、「
障
屏
」
と
い
う
方
が
妥
当
か
も
知

「
能
登
畠
山
氏
と
能
登
の
美
術
」

友
の
会
古
文
書
講
座
開
催
報
告

石川県七尾美術館友の会会員募集のご案内

平成21年度友の会会員を次の要領で募集いたしま
す。現在会員の方で更新をご希望される方は改めて
お申込み下さい。お申込みのない場合はそのまま退
会となってしまいますのでご注意下さい。
★入会手続き★
�受付開始　３月１日(日)から【年度会費1,000円】
�受付場所　当館受付カウンターまたは郵便受付

（郵便振替用紙をご利用下さい）
※郵便局備え付けの振替用紙の通信欄に必要事項
《会員の区別(更新･新規･元会員)･郵便番号・住
所･電話番号･氏名･生年月日》をご記入のうえ、
会費を添えてもよりの郵便局窓口へお出し下さ
い。払込料金120円は申込者負担となりますので
ご了承下さい。
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を
終
え
て



れ
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
、
今
日

我
々
が
美
術
と
い
う

言
葉
で
呼
ん
で
い
る

も
の
は
、
大
体
「
用
」

を
離
れ
て
そ
れ
を
観

る
、
鑑
賞
す
る
、
そ

の
対
象
で
あ
る
と
い

う
の
が
通
念
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
実

は
鑑
賞
画
も
考
え
て

み
れ
ば
一
種
の
「
用
」

で
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
訳
で
す
。
し
か
し
、
同
じ
鑑

賞
画
の
中
で
も
、
西
欧
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
発
達
し
ま
し

た
鑑
賞
画
は
、
そ
れ
を
描
い
た
画
家
の
自
己
主
張
と
申
し
ま
し

ょ
う
か
、
個
性
と
才
能
と
、
そ
の
絵
に
込
め
た
画
家
自
身
の
意

図
な
ど
が
強
く
出
て
き
て
お
り
ま
し
て
、鑑
賞
す
る
場
合
で
も
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
主
眼
を
置
く
と
い
う
性
格
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
絵
画
の
場
合
に
は
、
同
じ
鑑
賞
す
る
場
合

で
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
画
家
の
個
性
と
い
う
も
の
が
表
れ

る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
同
時
に
絵
が
一
体
ど
う
い
う
役

割
を
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
非
常
に
大
事
な
こ
と
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
障
屏
画
の
場
合
は
、
明
ら
か
に
建
造
物

の
中
の
間
仕
切
り
と
い
う
役
目
を
し
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
れ

が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
が
非
常
に
豊
か
に
な
る
、

楽
し
み
が
そ
こ
に
加
わ
っ
て
く
る
と
い
う
性
格
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
絵
画
の
場
合
の
鑑
賞
性
と
い
う
の
は
、
生
活
と
密
接
に

結
び
つ
い
て
い
る
の
で
す
。
日
本
人
の
生
活
は
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
中
心
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
東
と
西
の
、

特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
絵
画
の
非
常
に
大
き
な
違
い
で
あ

り
ま
す
。

日
本
の
絵
の
中
で
も
、
特
に
個
性
を
重
視
し
、
個
人
的
な
創

造
作
品
、
絵
描
き
の
意
思
、
或
い
は
芸
術
意
欲
と
い
う
も
の
を

非
常
に
大
事
に
す
る
文
人
画
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
お
き
ま
し
て

も
、
床
の
間
に
掛
け
て
鑑
賞
す
る
、
屏
風
に
描
か
れ
た
も
の
を

鑑
賞
す
る
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
日
本
絵
画

の
基
本
性
で
あ
る
「
用
」
と
い
う
性
質
は
、
依
然
と
し
て
存
在

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
が
日
本
絵
画
の
特
色
で
あ

り
、
ま
た
面
白
さ
で
あ
り
、
見
所
で
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
の
で

す
。で

は
、
そ
の
障
屏
画
の
「
用
」
と
い
う
も
の
は
、
ど
う
い
う

「
用
」
に
役
立
っ
て
き
た
の
か
と
考
え
ま
す
と
、
古
い
時
代
に

は
仏
画
を
そ
の
最
た
る
も
の
と
し
て
、
宗
教
的
な
礼
拝
対
象
と

し
て
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
次
第
に
世

俗
生
活
を
装
飾
す
る
よ
う
な
生
活
性
へ
と
変
わ
る
、
そ
の
生
活

性
、装
飾
性
と
い
う
面
が
非
常
に
発
達
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
日
本
の
歴
史
で
「
近
世
」
と
呼
ん
で
い
る
時
代
で
、

室
町
後
期
の
応
仁
文
明
の
乱
を
境
に
、
日
本
の
造
形
の
世
界
が

そ
の
性
格
を
大
き
く
変
え
る
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
日
本
の
絵
描

き
は
、
大
体
画
工

え
だ
く
み

と
い
う
言
葉
で
総
括
し
て
い
い
よ
う
な
性
格

で
し
た
。
つ
ま
り
個
人
名
で
知
ら
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
集
団

の
工
房
、
画
房
、
或
い
は
流
派
の
作
品
と
い
う
よ
う
な
捉
え
ら

れ
方
を
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
の
絵
描
き
は
、
生
活
に

役
立
つ
い
ろ
い
ろ
な
工
芸
品
を
作
る
匠
た
ち
の
一
種
で
あ
る
と

見
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
絵
描
き
た
ち
が
、
個
人
性
を
主

張
し
だ
し
て
く
る
。
そ
し
て
作
品
が
、
画
工
た
ち
に
よ
っ
て
大

量
に
作
ら
れ
た
一
種
の
工
芸
絵
画
と
い
う
性
格
か
ら
、
個
人
的

な
創
作
絵
画
の
性
格
へ
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
現
象
が
あ
り
ま

す
。
工
芸
的
な
性
格
と
い
う
も
の
は
依
然
と
し
て
も
っ
て
お
り

ま
す
が
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
、
集
団
制
作
よ
り
も
個
人
制

作
、
集
団
性
よ
り
も
個
人
性
、
別
の
言
葉
で
申
し
ま
す
と
、
工

芸
性
よ
り
も
美
術
性
へ
と
、
そ
う
い
う
性
格
に
変
わ
っ
て
行
く

の
で
す
。
そ
し
て
障
屏
画
の
分
野
で
も
、
次
第
に
実
用
性
か
ら

鑑
賞
性
を
強
く
し
て
く
る
と
い
う
移
り
行
き
が
、
明
ら
か
に
な

っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
の
建
造
物
の
様
式
の
流
れ
に
沿

っ
た
移
り
行
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
変
化
は
、
大
雑
把
に

申
し
ま
す
と
、
寝
殿
造
り
か
ら
書
院
造
り
へ
と
い
う
動
き
だ
と

考
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

寝
殿
造
り
と
い
い
ま
す
の
は
、
ワ
ン
ル
ー
ム
シ
ス
テ
ム
で
、

大
き
な
部
屋
が
中
央
に
あ
り
ま
し
て
、
平
安
時
代
に
非
常
に
発

達
し
ま
し
た
。
こ
の
造
り
方
の
特
色
は
、
そ
の
室
内
空
間
と
屋

外
の
空
間
が
、
物
理
的
に
も
精
神
的
に
も
、
自
由
に
行
き
来
が

で
き
る
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
が
、
生
活
す
る
上
で
は
部
屋
に

分
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
間
仕
切
り
が
必
要
で

す
か
ら
、
屏
風
と
か
襖
と
か
、
軟
障

ぜ
し
ょ
う

と
か
几
帳

き
ち
ょ
う

と
か
い
う
も
の

が
作
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
こ
に
絵
が
描
か
れ
る
と
い
う
こ
と
で

障
屏
画
が
発
達
し
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
部
屋
が
大
き
な
ワ
ン
ル
ー
ム
で
は
な
く
て
、
例
え

ば
廊
下
で
部
屋
を
連
ね
て
と
い
う
ふ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋

が
独
立
し
て
行
き
ま
す
。
お
寺
の
建
築
の
中
で
、
書
院
と
い
う

特
別
の
部
屋
が
独
立
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
寺
の
和
尚

の
私
的
な
生
活
空
間
、
こ
れ
が
書
院
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

書
院
の
造
り
が
、
大
体
室
町
時
代
の
末
く
ら
い
に
は
定
ま
っ
て

き
ま
す
。
床
の
間
が
あ
り
、
床
の
間
の
横
に
違
い
棚
が
設
け
ら

れ
、
ま
た
横
に
書
院
窓
と
い
う
窓
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
向
こ

う
側
に
障
子
が
入
っ
て
机
の
代
わ
り
を
し
、
こ
の
上
で
読
書
し

た
り
物
を
書
い
た
り
、
色
ん
な
器
物
を
並
べ
て
鑑
賞
し
た
り
す

る
よ
う
な
造
り
で
す
。
そ
し
て
、
寝
殿
造
り
の
中
で
用
い
ら
れ

て
い
た
絵
画
が
、
こ
の
書
院
造
り
の
中
で
有
効
に
活
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
。
床
の
間
の
後
ろ
の
壁
に
は
、
床
貼
り

付
け
と
い
う
絵
画
が
貼
ら
れ
た
り
、
描
か
れ
た
り
し
ま
す
。
そ

し
て
部
屋
と
部
屋
と
の
間
を
仕
切
る
襖
が
生
ま
れ
て
、
そ
の
襖

に
描
か
れ
る
絵
が
非
常
に
発
達
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、
屏

風
を
活
用
す
る
生
活
様
式
が
発
達
し
、
屏
風
が
大
き
な
絵
画
の

画
面
に
な
っ
て
行
く
の
で
す
。
そ
う
い
う
大
き
な
画
面
に
描
く

こ
と
が
、
画
家
た
ち
、
画
工
た
ち
の
仕
事
の
中
心
を
成
す
時
代

に
な
り
ま
す
。
彼
ら
の
仕
事
の
中
で
、
一
番
重
要
で
あ
り
腕
の

振
る
い
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
の
が
、
襖
と
屏
風
と
い
う
建
築
に
付

随
す
る
道
具
、
装
置
で
、
そ
れ
が
絵
画
の
主
た
る
画
面
に
な
る

の
で
す
。

室
町
時
代
の
末
か
ら
桃
山
時
代
、
江
戸
時
代
の
は
じ
め
に
か

け
て
、
そ
の
成
り
ゆ
き
が
非
常
に
顕
著
で
し
た
。
こ
れ
は
一
つ

に
は
、
城
郭
建
築
、
当
時
の
武
将
階
級
が
こ
ぞ
っ
て
お
城
を
建

造
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
そ
の
中
に
居
住
空
間
と
し
て
の
書

院
を
造
り
、
内
部
を
装
飾
す
る
よ
う
な
絵
画
を
求
め
る
と
い
う

こ
と
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。
一
番
早
い
例
は
、
織
田
信
長
が

造
り
ま
し
た
安
土
城
で
す
。
城
内
の
各
部
屋
を
装
飾
す
る
た
く

さ
ん
の
絵
画
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
狩
野
永
徳
と
い
う
画
家
が

水尾　比呂志 氏



あ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
絵
を
制
作
し
有
名
に
な
り
ま
し
た
の

は
、
そ
う
い
っ
た
権
力
者
た
ち
の
生
活
空
間
を
装
飾
す
る
と
い

う
機
能
を
も
っ
た
絵
画
が
要
求
さ
れ
た
か
ら
で
し
た
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
長
谷
川
等
伯
の
名
画
も
描
か
れ
た
の
で
す
。

七
尾
を
出
て
等
伯
が
京
都
へ
行
っ
た
時
代
、
画
壇
の
中
心
勢

力
は
狩
野
派
で
す
。
狩
野
派
は
永
徳
が
桃
山
時
代
に
で
て
、
大

変
精
力
的
な
活
動
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
狩
野
派
と
い
う
一
つ

の
大
き
な
画
派
を
形
成
し
、
権
力
者
た
ち
と
結
び
つ
い
て
、
大

き
な
仕
事
を
獲
得
し
て
行
き
ま
す
。
等
伯
が
京
都
へ
上
っ
て
き

ま
し
た
時
も
、
や
は
り
、
狩
野
派
の
勢
力
が
非
常
に
強
い
時
代

で
し
た
。
し
か
し
、
等
伯
も
そ
れ
に
は
負
け
て
い
な
く
て
、
自

分
の
子
ど
も
や
、
彼
が
目
を
付
け
た
有
能
な
画
家
た
ち
を
引
き

込
ん
で
き
た
り
、
娘
の
お
婿
さ
ん
に
迎
え
た
り
し
て
、
狩
野
派

に
対
抗
で
き
る
よ
う
な
長
谷
川
派
と
い
う
画
流
を
形
成
す
る
の

で
す
。
そ
し
て
長
谷
川
派
の
全
力
を
挙
げ
て
各
地
の
お
寺
に
制

作
の
仕
事
を
獲
得
し
て
い
く
の
で
す
が
、
一
番
大
き
な
仕
事
が

智
積
院
の
障
壁
画
で
し
た
。

こ
の
智
積
院
の
障
壁
画
は
、
幸
い
そ
の
中
の
非
常
に
優
れ
た

作
品
が
今
日
何
点
か
残
っ
て
お
り
ま
し
て
、
私
た
ち
は
等
伯
を

中
心
と
し
た
長
谷
川
派
の
仕
事
と
い
う
も
の
を
実
際
に
観
る
こ

と
が
で
き
ま
す
し
、
そ
れ
が
狩
野
派
や
他
の
画
派
た
ち
、
画
家

た
ち
と
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
違
う
特
色
を
も
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
も
、
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
智
積
院
の
障

壁
画
群
は
、
非
常
に
出
来
栄
え
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う
こ
と
と

共
に
、
長
谷
川
派
の
仕
事
の
性
質
を
、
よ
く
私
た
ち
に
知
ら
せ

て
く
れ
る
の
で
す
。

（
現
在
智
積
院
に
あ
る
障
壁
画
が
、
祥
雲
寺
室
内
に
描
か
れ
た

当
時
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
た
か
を
復
元
し
た
ビ

デ
オ
を
上
映
）

長
谷
川
派
の
障
壁
画
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
、
今
日
も
何
箇

所
か
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
も
ご
紹
介
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
第
一
が
智
積
院
で
、
な
か
で
も
代
表
的
な

の
が
、
等
伯
が
描
い
た
と
さ
れ
ま
す
「
松
に
黄
蜀
葵

と
ろ
ろ
あ
お
い

図
」
で
す
。

そ
れ
か
ら
「
松
に
秋
草
図
」、
そ
れ
か
ら
「
楓
図
」、
そ
し
て
、

久
蔵
の
「
桜
図
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
「
松
に
立
葵
図
」

が
あ
り
、「
松
に
雪
松
図
」
は
等
秀
の
作
品
だ
と
い
う
ふ
う
に

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
何
れ
も
落
款
は
な
く
、
判
も
捺
し
て
な

い
の
で
す
が
、
文
献
と
か
、
絵
そ
の
も
の
の
画
法
、
画
質
、
特

色
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
か
ら
作
者
を
推
定
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
だ
か
ら
研
究
者
に
よ
っ
て
少
し
違
い
が
で
て
き
ま

す
が
、
大
体
は
意
見
が
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
秀
吉
の
花
見
で
有
名
な
京
都
の
醍
醐
寺
、
そ
こ
の

三
宝
院
に
も
長
谷
川
派
の
障
壁
画
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
も
う

四
十
年
程
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
家
に
つ

い
て
、
私
は
甲
乙
丙
丁
と
い
う
四
人
に
分
け
て
み
ま
し
た
。
そ

の
後
研
究
が
進
み
ま
し
て
、
山
根
有
三
先
生
が
、
私
が
甲
乙
丙

丁
と
仮
に
呼
ん
だ
も
の
を
、
こ
れ
は
誰
で
こ
れ
は
誰
と
い
う
ふ

う
に
決
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
中
の
「
四
季
柳

図
」
、
こ
れ
を
山
根
先
生
は
等
伯
だ
と
断
定
さ
れ
た
の
で
す
。

ま
た
「
山
水
風
景
図
」
と
い
う
の
は
宗
宅
で
あ
り
、「
老
杉

ろ
う
さ
ん

・

竹
林
遊

ち
く
り
ん
ゆ
う

禽き
ん

図
」
を
等
秀
の
筆
、「
秋
草
図
」
は
等
伯
と
い
う
ふ
う

に
、
筆
者
を
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
そ
の
山
根
先
生
の
推
定

が
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

次
に
京
都
の
禅
林
寺
の
襖
絵
で
、
や
は
り
等
伯
と
等
秀
と
等

学
の
作
品
で
あ
る
と
、
こ
れ
も
ま
た
山
根
先
生
の
推
定
で
あ
り

ま
す
。
同
じ
く
京
都
の
妙
蓮
寺
の
襖
絵
に
、
等
伯
が
描
い
た
と

思
わ
れ
る
も
の
が
一
点
、
等
学
と
等
秀
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が

で
き
る
作
品
が
、
残
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
に
、
ど
こ
に
置
い
て
あ
っ
た
の
か
が
は
っ
き
り
分
か

ら
な
い
屏
風
画
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。等
伯
の
も
あ
り
ま
す
し
、

息
子
の
宗
宅
、
宗
也
、
或
い
は
娘
婿
の
等
学
、
等
秀
の
も
の
と

考
え
て
い
い
作
品
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
ふ
う
に
見
て

行
き
ま
す
と
、
智
積
院
だ
け
で
な
く
、
長
谷
川
派
と
い
う
画
派

は
、
等
伯
を
中
心
に
日
本
の
障
壁
画
の
最
盛
期
を
担
っ
た
画
家

た
ち
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
は
っ
き
り
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
中
で
残
念
な
の
は
、
久
蔵
で
あ
り
ま
す
。
二
十

六
歳
と
い
う
若
さ
で
亡
く
な
り
ま
す
が
、「
桜
図
」
の
他
に
清

水
寺
の
「
朝
比
奈
草
摺
曳

あ
さ
ひ
な
く
さ
ず
り
び
き

図
」
と
い
う
絵
馬
と
、
平
家
物
語
の

大
原
御
幸
の
主
題
を
描
い
た
屏
風
を
残
す
だ
け
な
の
で
す
。
こ

の
三
点
を
見
ま
す
と
、
非
常
に
画
風
が
違
う
ん
で
す
が
、
特
に

違
う
の
が
「
朝
比
奈
草
摺
曳
図
」
で
す
。
絵
馬
で
す
か
ら
太
い

描
線
を
使
っ
て
い
ま
す
し
、
題
材
が
そ
う
い
う
も
の
で
す
か
ら

豪
快
な
感
じ
が
し
ま
す
。
そ
れ
と
対
照
的
な
の
が
「
大
原

お
お
は
ら

御ご

幸こ
う

図ず

屏
風
」
で
、
こ
れ
は
と
て
も
繊
細
な
感
じ
で
す
。
大
和
絵
と

い
う
日
本
古
来
の
絵
画
様
式
で
描
い
た
、
リ
リ
カ
ル
な
感
じ
の

す
る
絵
で
、
細
か
い
筆
遣
い
の
な
か
な
か
の
名
品
で
す
。
こ
れ

ら
だ
け
見
て
も
、
久
蔵
と
い
う
人
は
並
の
絵
描
き
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
が
、
は
っ
き
り
分
か
り
ま
す
。
強
さ
と
細
か
さ

と
両
方
の
要
素
を
持
っ
て
い
な
が
ら
、
新
し
い
画
風
を
作
り
出

し
た
の
が
智
積
院
の
「
桜
図
」
で
あ
り
ま
す
。

日
本
の
美
術
史
を
か
え
り
み
ま
す
と
、
障
屏
画
の
一
番
の
盛

期
が
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
の
初
め
に
か
け
て
で
、
等
伯
や

永
徳
、
友
松
や
等
顔
と
い
っ
た
錚
錚

そ
う
そ
う

た
る
大
画
人
た
ち
の
世
代

で
し
た
。
そ
の
後

に
、
新
し
い
絵
画

様
式
を
切
り
開
い

た
世
代
が
現
れ
て

き
ま
し
た
。
久
蔵

は
そ
の
代
表
的
な

一
人
で
、
も
う
一

人
が
、
装
飾
画
の

分
野
で
独
自
の
表

現
を
築
き
上
げ
た

天
才
、
俵
屋
宗
達

で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

そ
う
い
う
人
た
ち
の
残
し
た
作
品
を
見
ま
す
と
、
日
本
の
絵

画
の
独
自
性
と
い
う
も
の
が
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
絵
画
の
ダ
・
ヴ

ィ
ン
チ
と
か
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
か
ラ
フ
ァ
エ
ロ
と
か
い
っ
た

人
た
ち
の
絵
と
、ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
違
う
か
と
い
う
こ
と
も
、

よ
く
分
か
る
気
が
し
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
、
ま
た
別
の
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
日

の
お
話
は
こ
の
く
ら
い
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
御
清

聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
※
本
文
は
平
成
二
十
年
四
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
記
念
講
演

会
の
内
容
を
、
当
館
の
責
任
に
お
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
） 展示室風景
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石川県七尾美術館だより 第56号（冬号）

これからの展覧会予定

◎次号・第57号（春号）は４月１日発行予定です。

生誕地・没後400年記念前年祭

「長谷川等伯展～信春から等伯への軌跡～」
平成22年は等伯没後400年という節目の年で、東京国立博物館と京都国立博物館で大々的な「長谷川等伯展」

が開催されます。そこで、出身地として毎年「長谷川等伯シリーズ展」を開催している当館では、その前年に

あたる平成21年に“生誕地・没後400年記念前年祭”「長谷川等伯展」を開催します。七尾初公開作品を中心

に、一部長谷川派の作品も含めて、初期の仏画や晩年の水墨画まで計14点を紹介します。

また、前年祭を記念して、★洞爺湖サミット会場に展示された等伯筆国宝「松林図屏風」の複製や、★長男

久蔵筆国宝「桜図」と等伯筆国宝「楓図」を綴れ折りで表現した、京都祇園祭浄妙山前懸と後懸も特別公開し

ますのでお楽しみに！

★記念講演会
日時：4月29日（水・祝）午後２時より

講師：松嶋雅人氏（東京国立博物館主任研究員）

①「萩芒図屏風」内右隻　長谷川等伯　京都市・相國寺承天閣美術館蔵　②「寒江渡舟図」長谷川信春（等伯） 個人蔵　③重要文化財「日堯上人像」長谷川信春（等伯） 京都市・本法寺蔵

（１月～３月）

◆ 1月 1～3、5、13、19、26

◆ 2月 2、9、12、16～20、23

◆ 3月 2、9、16、23、30

平成21年4月25日（土）～5月31日（日） 会期中無休

七尾美術館では個展、グループ展、演奏会など、幅広い芸術活動の発表の場として市民

ギャラリーとアートホールの貸室を行っています。平成21年４月からのご利用については、

１月４日（日）～22日（日）を第１次募集期間として受付します。展覧会等の関係上、ご

利用いただけない期間もありますので、詳しくは七尾美術館までお問い合わせください。

【利用可能期間は当館ホームページでも確認できます】

平成21年度　市民ギャラリー＆アートホールの利用申込みについて

① ② ③


